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追加機能・改善点のご案内 
 



 

No. サービス  区分  項目  概要  補足  

1 

ユーザー
グループ
管理 

新機能  グループ管理者機能 

「グループ」に管理者を設定できるようになりました。 
グループ毎に利用ライセンス(※1）を割り振る事や、ロ
グイン方式(※2)を選択する事ができます。 
 
グループ管理者は、限定された組織の中で「ユーザー、
グループ、ロール」の設定が可能です。 
 
またグループ毎の組織変更(※3)に対応しているため、管
轄外のグループを気にせず組織変更を準備できます。 

※1：グループ会社の規模に応じて、利用ライセンス
を割り振る事ができます。ライセンス契約はアカウ
ント全体で行なうため、グループ毎の個別契約は必
要ありません。 
※2：グループ会社の中で、Google Apps 導入済み企
業様と、未導入の企業様が混在していても、各々に
合ったログイン方式で運用可能です。 
	 
※3：時限式に組織情報を作成し、その日になったら
自動的に準備した組織情報へ切替える機能です。 

2 改善点  組織転送(※1) 

組織情報の編集結果が、ご利用サービスに即時反映され
るようになりました。 
画面上の【保存】や、CSVアップロードの完了と同時に
自動転送されるため、手動転送用の【組織情報の転送】
ボタンは廃止しました。 

※1：ユーザーグループ管理での組織情報の編集結果
を「グループスケジューラー、ワークフロー」へ反
映させます。 

3 改善点  組織変更(※1) 組織変更を準備する際、既存の組織情報が複製されるよ
うになり、手動での組織インポート作業が不要です。 

※1：時限式に組織情報を作成し、その日になったら
自動的に準備した組織情報へ切替える機能です。 

4 改善点  一括 CSVアップロード 

複数の CSV ファイルを一括でアップロードできるよう
になりました。 
組織を構成する複数の要素(グループ、ロール、ユーザー、
兼務)が一回の CSVアップロードで登録できます。 

－ 

5 変更  ユーザー情報の CSV登録 

上長情報を単体で CSV アップロードできるようになり
ました。 
「上長」の紐付けをユーザーCSVファイルから切り出し
たことで、兼務ユーザーが上長設定された際の弊害(※1)
が無くなります。 

※1：兼務情報には専用の「ユーザーID」が存在す
るため、上長の紐付けがユーザーCSVに存在すると
「ユーザーCSV から上長の紐付けを除去してアッ
プロード → 兼務 CSV をアップロード → ユーザ
ーCSV に上長の紐付けを設定し直してアップロー
ド」しないとデータの参照関係から登録できません
でした。 

6 

ワーク 
フロー 

新機能  承認ルートのステップ 
条件分岐機能 

承認ルートの各ステップに条件式を設定できるようにな
りました。 
条件に該当する場合にステップを「通過する」または「通
過しない」を設定できるため、１つのルート設定から様々
な承認フローを組む事ができます。 

－ 

7 新機能  担当ステップへの 
承認者追加 

担当するステップに承認者を追加できるようになりまし
た。 
例えば、「申請➡部長承認➡本部長承認」となる承認フロ
ーで [部長承認] の承認者が通常はフローに関係ない別
部署の部長にも回付したいと思った場合、[部長承認] ス
テップに承認者を追加できます。 

－ 



 

8 

ワーク 
フロー 

新機能  申請者による承認禁止 
申請者による自分承認を禁止できるようになりました。 
承認者に申請者自身が含まれる場合、申請者には承認依
頼されません。 

－ 

9 新機能  申請者の上長による承認 

申請者の上長を任意のステップの承認者に設定できるよ
うになりました。 
申請ステップの直後の承認ステップでなくても、申請者
の上長による承認フローを組む事ができます。 

－ 

10 新機能  汎用的なグループ共有 
設定 

申請者や直前ステップの承認者の情報からグループ共有
を設定できるようになりました。 
特定のグループを指定しないステップ条件により、汎用
的な承認フローを組む事ができます。 

－ 

11 新機能  代理設定権限 
代理機能の利用権限が設定できるようになりました。 
代理者による申請／承認を禁止する事や、一部のユーザ
ーに利用を限定する事ができます 

－ 

12 改善点  代理ユーザーの一括設定 

ユーザーに対して代理ユーザーを設定できるようになり
ました。 
フォーム個別に異なる代理ユーザーを設定する必要がな
い場合、一括設定することでフォームの追加に伴う代理
ユーザー設定が不要です。 

－ 

13 改善点  差戻し先の任意選択 

稟議の戻し先を承認者が自由に選択できるようになりま
した。 
申請内容に不備があり、特定の中間承認者に再度確認を
促したい場合、そのステップへダイレクトに差戻しでき
ます。 

－ 

14 改善点  ワンクリック承認 

メールから簡単に承認できるようになりました。 
承認依頼メールに追加された「承認する(コメントなし)」
リンクから、クリックと同時に承認処理できるため、コ
メントの不要な稟議をワンクリックで承認できます。 

－ 

15 改善点  承認フローの検証機能 

承認フローにユーザーの不在なステップがあれば申請で
きなくなりました。 
組織変更等でユーザーが不在になった場合、ルート設定
を見直すまで申請できなくなるため、中間承認者による
滞留を未然に防ぐ事ができます。 

－ 

 
 
 
 
 



No.1	 ◆グループ管理者機能画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

「グループ」に管理者を設定できるようになりました。 
グループ毎に利用ライセンスを割り振る事や、ログイン方式を選択する事ができます。 
 
グループ管理者は、限定された組織の中で「ユーザー、グループ、ロール」の設定が可能です。 
 
またグループ毎の組織変更(※3)に対応しているため、管轄外のグループを気にせず組織変更を準備できます。 



No.4	 ◆一括 CSV アップロード画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

複数の CSV ファイルを一括でアップロードできるようになりました。	 

組織を構成する複数の要素(グループ、ロール、ユーザー、兼務)が一回

の CSV アップロードで登録できます。	 



No.6	 ◆承認ルートのステップ条件分岐機能画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

承認ルートの各ステップに条件式を設定できるようになりました。 
条件に該当する場合にステップを「通過する」または「通過しない」

を設定できるため、１つのルート設定から様々な承認フローを組む事

ができます。	 



No.7	 ◆担当ステップへの承認者追加画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

担当するステップに承認者を追加できるようになりました。 
例えば、「申請➡部長承認➡本部長承認」となる承認フローで [部長承認] の承認者が通常はフロ

ーに関係ない別部署の部長にも回付したいと思った場合、[部長承認] ステップに承認者を追加で

きます。	 



No.8	 ◆申請者による承認禁止画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

申請者による自分承認を禁止できるようになりました。 
承認者に申請者自身が含まれる場合、申請者には承認依頼されません。	 



No.9	 ◆申請者の上長による承認画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

申請者の上長を任意のステップの承認者に設定できるようになりました。 
申請ステップの直後の承認ステップでなくても、申請者の上長による承認フロ

ーを組む事ができます。	 



No.10	 ◆汎用的なグループ共有設定画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請者や直前ステップの承認者の情報からグループ共有を設定できるようになり
ました。 
特定のグループを指定しないステップ条件により、汎用的な承認フローを組む事が

できます。	 



No.11	 ◆代理設定権限画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

代理機能の利用権限が設定できるようになりました。 
代理者による申請／承認を禁止する事や、一部のユーザーに利用を限定す

る事ができます	 



No.12	 ◆代理ユーザーの一括設定画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ユーザーに対して代理ユーザーを設定できるように
なりました。 
フォーム個別に異なる代理ユーザーを設定する必要

がない場合、一括設定することでフォームの追加に伴

う代理ユーザー設定が不要です。	 



No.13	 ◆差戻し先の任意選択画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

稟議の戻し先を承認者が自由に選択できるようになりました。 
申請内容に不備があり、特定の中間承認者に再度確認を促したい場合、その

ステップへダイレクトに差戻しできます。	 



No.14	 ◆ワンクリック承認画面	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

メールから簡単に承認できるようになりました。 
承認依頼メールに追加された「承認する(コメントなし)」リンクから、クリックと同時

に承認処理できるため、コメントの不要な稟議をワンクリックで承認できます。	 


